
第１回人権セミナー

さん

今回のセミナーに関連する企画展示を行います。
お越しの際はぜひこちらへもお立ち寄りください。
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同和問題はいまどんな状況にあるのでしょう
か？部落差別はいまだに厳しく、偏見も根強い
との指摘がある一方、差別は基本的に解消され
つつあるとの主張もあります。
どちらが現実に近いでしょうか？新聞記者とし
て３５年にわたってこの問題を取材してきた体
験をもとに、解決への展望と課題を考えます。

会 場

主 催

問合せ
TEL：052‐684‐7017 FAX：052‐684‐7018
E‐mail:a6847017@shiminkeizai.city.nagoya.lg.jp
ホームページ：http://www.jinken.city.nagoya.jp/

地下鉄 伏見駅 6番出口より 南へ徒歩７分
※駐車場・駐輪場はございませんので、会場へは公共交通機関をご利用くだい。

名古屋市、名古屋市教育委員会
休館日：月曜日

（休日の場合はその直後の平日）

〒460‐0008 名古屋市中区栄一丁目23‐13伏見ライフプラザ12階

研修室

12階

（応募者多数の場合、抽選）

さん

（応募者多数の場合、抽選）

子どもの貧困。核家族。地域コミュニティの
希薄化。子どもの育ちに欠かせない地域を、
食卓を共にする子ども食堂でつなぎ直してみ
ませんか？

※ＮＰＯ法人豊島子どもWAKUWAKUネットワーク
地域の子どもを、地域が見守り、学びや暮らしを有機
的に支えるネットワークをつくり、 子どもの未来を
明るく変えていきたいと願って活動しています。

■ （申し込み方法は裏面をご覧ください） ■ 難聴者用磁気ループシステム対応

■対象 ■ 申し込み期限： まで

笑顔あふれる未来を目指して
～これまで、そして現在（いま）を知ることから～



電話・ＦＡＸ・メールまたは名古屋市ホームページの電子申請サービスからお申し込みください。

さん

さん

名前 年代 （ ）歳代

住所

勤務先または通学先の所在地の区名
（市外にお住いの方のみご記入ください。）

区 電話番号

参加希望の講座
（○印をつけてください）

①６/９（金）

②６/１０（土）

＜参加申込書＞

※ご記入いただいた事項は、本セミナーの運営を目的として使用し、他の目的で使用することはございません。

複数講座申し込み可能

ＴＥＬ：０５２－６８４－７０１７ ＦＡＸ：０５２－６８４－７０１８
メール：a6847017@shiminkeizai.city.nagoya.lg.jp

当選者には、はがきにて6/2までにお知らせします。
当日は、はがきをお持ちの上、ご参加ください。

東京都豊島区在住。6人家族で大学生の
2人息子の母。2004年より池袋本町プ
レーパークの運営に携わる。自他共に認
める「おせっかいおばさん」で、地域の
おせっかいさんを繋げ、子どもの居場所
を点在化することを目指している。
「NPO法人豊島子どもWAKUWAKU
ネットワーク」理事長。
民生委員・児童委員。

1950年福岡県生まれ。
1972年西日本新聞記者、
社会部の人権問題取材
チームに加わり、同和
問題を中心とする長期
連載キャンペーン

「君よ太陽に語れ」で1981年度の日本
新聞協会賞を受賞した。
文化部長、東京支社編集長などを経て、
フリーのジャーナリストとして人権問題
の講演執筆活動を続けている。法務省人
権擁護委員、福岡県人権・同和問題講師
団講師も務めている。

※その他、必要な配慮がある場合は事前にご相談ください。難聴者用磁気ループシステム対応
磁気ループとは、難聴者やお年よりなど、広い会場で音声を正確に聞くことが苦手な方向けに、
補聴器による聞こえ方をサポートするシステムです。

※ＦＡＸの場合は、下記の参加申込書に必要事項をご記入の上お申し込みください。
メールの場合は、必要事項をメール本文にご記入の上お申し込みください。

子どもの貧困について

①よく知っている ②少し知っている ③聞いたことはある ④知らない

【著書】
「２０５０年／変わる日本・変わる社会～公務員と人権について考える」
（人権教育啓発推進センター／2017年７月刊行予定）
「現代の部落差別～ジャーナリストからの報告」（共著）解放出版社/1990年
「君よ太陽に語れ～差別と人権を考える」（共著）西日本新聞社/1982年

※右側のアンケートにご協力ください。
講演の参考にさせていだだきます。

〒

同和問題について

①よく知っている ②少し知っている ③聞いたことはある ④知らない


